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　 濠 体は 固 体 とは 異 り ， 構成 原 子 の 醗 列 が ， 長 距 離的 な秩序 は 持 た な い が ， 短

距 離 的 な秩 序 は何 E か の 形 で 残 ざれ て い る と理 解 さ れ て い る 。 しか し ， 之 の 局

所 的 な構 進 の 様 子 は ， 温 度 や 圧 力 （あ る い は 密度 ）の 変 化 を 敏 感 に 反映 して 変

る と考 え ら れ る 。 した が っ て ， 液 体 ・原 子 の 幾 何 学 的 な 構 進 に 麗 す る 憶 報 を含 ん

だ 多 体相 関 閣数 が 液 体金 属 の 諸 物 性を 知 る た め の 理 論 に 組み 込 賚 れ て い な け れ．

ば な ら な い 。 こ こで は 液 体 イ rt ン を 吉 典 粒 子 とみ な し て ， 古 典 的 イ オ ン 間 多 体

耜 隣 関数 に つ い て 考 え た い 。

　 イ オ ン 配 置 に 対 す る 相 膜履 ， た とえそ れ が 如 何 に
tt

殆 ん ど
”

完 全 に ラ ン ダ ム

な 配 髷 で あ る に せ よ ， 又 ， 如何 に 短 距 離 的 疫 もの で あ る に せ よ ， い っ た ん と り

入 れ た が 最 後 ， イ ォ ン の 数 全部 を 考慮 した N 体分 布 関 数 が 与 え E れ な い 限 り ，

近 似 抜 き の 瓔 論 を構 成 す る こ とに 不 可 能 で あ る 。

　 一 方 ， 実 際 上 ， 5 体以 上 の 高 次 分布 湊 数 を 実 験 的 π 得 る 手 段 は確 立 さ れ て お

らず ， 多 捧分 布 関 数 に 対 して 億 ， い くつ か の 理 論 的 根 拠 に 基 い て 近 似 を 行 わ ね

ば な ト な い 。 こ れ 喪 で に 撻 案 さ れ た い くつ か の 近 似 （KirkwoOCt の Super −・

posi 帆 o 填 近似 ，
　 EdwardS − Beeby の 幾何 学 的 近 似 ，　 Cyr 　o　ti− Laekmann の

鎖 近 似 な ど） は 殆 A ど多 体分 布 驥 数 を 2 体 の 動 径 分 布 関 数 9 （r ） を 使 っ て 近 似

す る 屯の で あ っ た 。 し か し ， い ず れ も ， 当 然 満 す べ き要 講 を満 し て い な い とか ，

あ る 極 險 で 明 ら か 匠 誤 りで あ るな どの 欠 点 を 持 っ て い た 。 例 え ぱ ， 幾 何 学 的 近

似 ， 鎖 近似 脅 ど は ， 液 俸 ・肺 子 閥 の 体積 排 除 効 桑 を 明 ら か に 無 視 して い る 。 体

積排 除 効 界 は ， ひ と つ の 原 子 の 中心 か ら　一一　reの 球 内に は 他 の 原 子 の 中心 が 来 ら

れ な い とい う 2 捧 闘 の 体 積 効 渠似 外 に ，
捻 個 の 原 子 の 位 罩が 浹 め ち 泊 た 聴 に ．

（n 十 1 ）個 昌の 原 子 に 許 さ 燕る 体 積は 全 空 憾 で は壕 い とい う ，

一
種 の 多 体力効

果 を 屯含 ん で い る 。

　 我 々 の 仕事 の 目的 は ， 多 体 分 布隣 数が み た さ ね ば な ら な い 条 件 を 訥べ 上 げ ，

こ れ らの 条 件 をみ た す ， 最 も簡 単 で 物 理 的 に 意 味の あ る 多 俸相 関 段 数 を ， 原 孑

間 距離 が 短距離 の 極限 と長距 離 の 極 限 とに 於 て 設定 し ， 全 て の 中 問領 域 で ， 土
「
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記 の 条 件 を破 ら な い よ うな 近似 的多体相 関 関数を 内挿 法で 求め ， こ れ を使 っ て

い くつ か の 吻性 を 計 算 し て ， 近似 の 性 質 を検討 す る こ と で あ る 。

『

　尚 ，，こ の 項 に 関 す る 仕事 の 概 要は ， 話題 提 供
”

多 体分 布 関数 と Cumu エant

平 均 の 問題
”

の 中に 少 し詳 し くふ れ E れ て い る 。
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　 液 体金 属 の 諸物性 の なか で ， 古 典 的 液 体 として と B え ら れ る 属性 に は ， 質 量

の 殆 ん どを 担 う イ オ ン が 王 役 を演ず る こ とは 当然 で あ ろ う 。 金 属 イ オ ン は 通常

の 圧 力 下 で ， 5 重 点 近 くの 温 度 働域 に 霹 して   ， 外穀 価 電 子 を全 て 放 出 した球

状 の Z 価 の 古 典 粒 子 とみ な せ る。 従 っ て 相 互 作用 の 複雑 さを 別 に す れ ほ ， ア ノレ

ゴ ン や ク リ プ ト ン 等の 不 活性 備 、 ガ ス の液体と同様に ， い わ ゆる S血 p蛇 ltguids の

統 計 力学の 対象 と考え ％ れ よ う 。 Ztman は ， 相 互 作用 を電 子 の 遮 蔽効 果 を考

え て 推論 し ， 大 胆 に イ ォ ン は 結局 ほ とん ど中 性 の 粒 子 と見做せ ジ まさに simD エe

！ iquids で あ る とした 。 彼 の 提 案を neutral 閃 elユ d 。
− atOm の 方 法 と い

う 。

　 Ziman の 相互 作用の 推 論 は ， た とえ ば 琶arrison に よ っ て 電 子 論 の 立 揚か

ら 基 礎ず け が な さ れ て い る と 見て よ か ろ う c

　 しか し ， 多電 子 効 果 を と り扱 う立 慶か ら
， イ オ ン 系の 全 ポ テ ン シ ャ ’レ エ ネ ル

ギ ー を書 逸下 す と き ，

一般 に イ ォ ン 闇 に は 5 体以 上 の 多 体 力 が 働 く形 式 に到達

し ， 通 常 の simPle 　 l 垣 uids の 統 計 力学的手 法で あ る pair 　 interatiQn

Hamiltonian で イ オ ン 系 の 構造 性質 を議 論す る pair 　 the 。 ry が 良 い 近 似

で あ る とい う保証 は必 ず し も明確 で は な い 。

　 勿 論 ， 実 は ア ル ゴ ン ・ク リ プ ト ン 等 で も ， 全 ポ テ ン シ ャ ル エ ネ ル ギ ー・：・を 原 子

分極 率 の 5 次 迄 含 め て 評 働 す る 方が ， 高密度液 相 ， 固 体鵜 晶 ， 双 方 の 性 質 を正

し く議論 す る こ とに な っ て い る と報告されて い る 。 即 払 5 体 力 の 働 く効 果 が か

な り重 要 で あ る 。
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